
本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て

｜
｜
主
と
し
て
摂
折
問
題
｜
｜

桑

名

寅

正

一
、
は
じ
め
に

本
妙
日
臨
律
師
会
七
九
三

l
一
八
二
三
〉
は
江
戸
後
期
の
宗
学
者
で
あ
る
。
当
時
の
宗
門
は
台
学
中
心
の
教
学
が
盛
ん
で
あ
り
、
日

蓮
聖
人
が
宣
揚
な
さ
れ
た
本
化
独
自
の
法
門
が
全
く
衰
微
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
嘆
き
、
多
い
に
そ
の
本
化
の
法
門
の
顕
正
に

( JS ) 

努
力
な
さ
れ
た
人
が
本
妙
臨
師
で
あ
る
。
そ
の
学
的
態
度
を
見
て
み
る
と
、

・
謹
で
思
ふ
に
、
祖
書
は
末
法
の
妙
経
な
り
。

・
祖
番
は
本
来
所
持
の
法
、
霊
山
に
て
親
承
の
健
に
し
て
、
余
人
の
添
削
を
加
へ
ず
、
信
順
た
る
べ
き
も
の
な
り
、
猶
ほ
是
に
疑
を
立

て
る
者
は
、
本
化
の
門
人
に
あ
ら
ず
、
共
に
宗
旨
を
識
す
可
か
ら
ず
。

と
あ
る
様
に
、
常
に
身
命
を
惜
ま
ず
本
化
の
教
学
の
奥
旨
に
迫
ま
り
、
し
か
も
純
粋
に
あ
く
ま
で
日
蓮
聖
人
の
教
学
を
忠
実
に
守
り
伝

え
よ
う
と
し
た
人
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
世
宗
学
の
大
成
者
と
も
言
わ
れ
た
優
陀
那
日
輝
和
尚
は
、
本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
の
影
響
を

受
け
て
、
そ
し
て
後
に
宗
学
を
大
成
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
有
名
な
事
実
で
あ
る
。
こ
う
い
う
意
味
合
い
に
お
い
て
も
、
本
妙
臨
師
の
教
学

を
研
究
す
る
価
値
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
本
妙
臨
師
を
通
じ
て
後
代
の
私
共
が
現
代
に
於
て
日
蓮
聖
人
教
学
の
理
解
を
深
め

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
〈
桑
名
）



本
妙
日
臨
樟
師
の
教
学
に
つ
い
て
〈
桑
名
〉

る
一
方
法
論
と
も
な
り
得
る
と
思
う
。

日
蓮
教
学
上
、

摂
折
論
と
は
宗
義
の
活
動
に
於
け
る
重
要
な
る
テ
l

マ
で
あ
る
“
こ
の
摂
折
問
題
と
は
、

ど
な
た
も
御
承
知
の
通
り

に
、
衆
生
数
済
の
目
的
に
向
っ
て
布
教
す
る
異
な
っ
た
方
法
の
撰
受
と
折
伏
と
い
う
弘
教
態
度
の
あ
り
方
の
方
法
論
上
の
問
題
で
あ
る
。

ゆ
る

で
き
る
だ
け
緩
や
か
に
相
手
の
長
所
を
認
め
つ
つ
、
普
に
導
く
方
法
で
あ
る
。
他
方
の
折
伏
と
は
相
手
の
極
悪
を
ど
う

一
方
の
摂
受
は
、

し
で
も
許
す
こ
と
が
出
来
な
く
て
、
そ
の
為
に
厳
し
く
処
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
法
で
あ
る
。
い
づ
れ
も
が
法
華
経
令
法
久
住
の
方

法
で
あ
り
、
そ
し
て
共
に
衆
生
救
済
を
目
的
と
し
て
出
発
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

日
巡
聖
人
の
教
義
大
系
を
考
え
る
時
、
そ
の
弘
教
活
動
を
起
こ
す
基
準
と
も
い
う
べ
き
大
筋
の
方
法
論
は
確
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

あ
ら
ゆ
る
条
件
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

「
教
・
機
・
時
・
国
・
教
法
流
布
の
先
後
次
第
〈
序
〉
」
と
い
う
、
五
義
判
（
五
綱
教
判
〉
で
あ
る
。
こ
の
五
義
判
こ
そ
は
宗
義
活
動
の

回
避
聖
人
も
常
に
念
頭
に
置
い
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
勺
例
え
ば
、
『
関
目
抄
』
（
定
六

O
六
頁
〉

( 36 ) 

末
法
に
摂
受
折
伏
あ
る
べ
し
。
所
調
悪
国
・
破
法
の
両
国
あ
る
べ
き
ゅ
へ
な
り
。

日
本
国
当
世
は
怒
国
か
破
法
の
国
か
と
し
る
べ

し。
そ
し
て
『
撰
時
抄
』

〈定一

O
O五
頁
〉
の

，F
 

時
と
機
と
を
ば
相
知
が
た
き
事
な
り
。
何
に
況
や
我
等
は
凡
夫
な
り
。
い
か
で
か
時
機
を
し
る
べ
き
。
：
：
：
答
云
、
仏
眼
を
か
つ
て

a

・

時
機
を
か
ん
が
へ
よ
、
仏
日
を
用
て
国
土
を
て
ら
せ
。

こ
の
結
果
、
日
蓮
聖
人
は
『
法
華
経
』
自
身
が
自
ら
末
法
に
説
か
れ
る
べ
き
必
然
の
教
え
で
あ
る
こ
と
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
末
法
の
衆

生
救
済
は
不
可
能
で
あ
る
と
諮
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
法
華
経
か
ら
末
法
と
い
う
時
を
教
え
て
貰
っ
た
の
で
あ
る
が
、
諸



宗
は
こ
ぞ
っ
て
法
華
経
否
定
の
態
度
で
あ
っ
た
為
に
「
四
筒
格
言
」
を
掲
げ
て
諸
宗
の
間
違
い
を
札
し
、

「
諸
宗
は
無
得
度
堕
地
獄
の
根

源
、
法
華
経
独
り
成
仏
の
法
な
り
」
と
清
算
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
末
法
の
誘
法
充
満
の
衆
生
を
救
う
教
化
の
方
法
に
折
伏
を

も
っ
て
行
動
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

従
来
、
本
妙
臨
師
の
摂
折
論
の
評
価
を
考
え
る
と
、

一
般
的
に
内
省
的
な
摂
受
論
者
と
し
て
見
る
べ
き
人
が
多
い
。
本
妙
臨
師
は
日
蓮

聖
人
に
あ
く
ま
で
も
忠
実
な
人
で
あ
っ
た
か
ら
折
伏
を
、
何
故
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
興
味
を
覚
え
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
本
妙
臨
師
の
行
動
に
つ
い
て
御
自
身
が
自
ら
決
し
て
「
摂
受
道
」
で
は
無
い
と
い
う
主
張
も
見
ら
れ
る
が
で
、
ど
う
い
う
意
味
合

い
を
も
っ
て
言
わ
れ
て
い
る
の
か
等
の
関
心
を
抱
き
、
本
・
小
論
で
は
本
妙
臨
師
の
摂
折
の
態
度
〈
そ
の
心
〉
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る

も
の
で
あ
る
。

二
、
摂
折
論
言
及
の
資
料
範
囲

( 37 ) 

『
本
妙
日
臨
律
師
全
集
』

〈
以
下
『
全
集
』
と
い
う
〉
の
中
か
ら
、
摂
折
問
題
に
関
連
し
て
、
論
及
し
て
い
る
資
料
を
年
代
順
に
列
挙

し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

① 

二
十
二
歳
『
身
延
山
中
よ
り
長
谷
信
徒
に
与
ふ
る
書
』

（
文
化
十
一
年
六
月
二
十
三
日
〉
全
集
二

O
四
頁
。

勤
学
一
向
ユ
仕
度
候
－
一
就
、
世
事
を
去
り
候
て
身
延
山
中
へ
引
筒
申
候
、
但
し
世
難
を
恐
れ
て
摂
受
道
に
入
し
に
は
無
御
座
候
、
く

わ
し
く
は
此
貞
順
と
申
す
医
師
に
御
尋
ね
可
被
下
候
、

① 

二
十
四
歳
『
本
師
日
啓
上
人
に
奉
る
番
』
草
稿
（
文
化
十
三
年
二
月
三
日
）
全
集
二

O
六
頁
。
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頗
有
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自
行
凍
w
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先
コ
化
他
－
者
、
大
抵
他
無
ν益
亦
損
レ
己
、
是
名
－
－
破
敗
菩
蔭
－
、
勿
ν謂

不
ν
行
－
一
折
伏
－
者
、

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
〈
桑
名
〉
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無
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本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
ハ
桑
名
〉

益
、
且
紅
信
敬
一
町
民
之
革
、
忘
ト
蔑
－
－
如
が
法
一
之
罪
か
者
也
、
を
昔
、
本
長
7
干
謬
司
’
民
主
民
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－
u
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法
蓮
華
経
－
、
不
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受
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自
－
－
今
身
－
至
＝
仏
身
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久
難

E
登
＝
法
王
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、
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無
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、
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テ
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ズ
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け
ん

曲
、
己
情
相
競
之
失
主
也
、
今
試
宣
＝
祖
判
正
義
－
、
日
難
三
世
有
－
一
妙
法
－
、
猶
執
＝
旧
宗
－
、
不
－
－
改
宗
俄
悔
－
、
不
ν
錆
＝
除
誘
法
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無
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脱
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之
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也
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当
ν知
意
専
在
三
子
誠
＝
票
道
之
誘
法
－
、
非
s
敢
募
＝
師
門
之
折
伏
六
矧
彼
解
如
然
、
初
心
無
智
行
者
、

ズ

ス

ル

J
a
a

，
イ
カ
Y
屯

Y

J

h

毛
キ
，

不
S

但
隠
－
－
没
一
念
信
解
展
転
随
喜
等
之
末
法
之
大
益
－
、
為
s
云
初
心
無
智
老
婆
等
設
有
レ
信
難
ν免
＝

悪

道

－

、

摂

折

色

F

V

J

ナ
ル
ガ

V

本
是
師
門
二
軌
故
也
、
若
其
口
唱
－
－
折
伏
名
言
六
為
－
－
自
行
－
者
非
－
－
折
伏
正
義
－
、
行
レ
之
大
可
、
今
且
閣
ν
之、

所
以
者
何
、

① 

二
十
四
歳
『
朝
田
監
庵
に
与
ふ
る
番
』
其
三
。

ハ
文
化
十
三
年
三
月
四
日
〉
全
集
一
五
七
頁
。

若
し
正
直
に
御
番
を
学
ば
ん
と
お
も
は
ば
、
法
華
経
を
一
々
文
々
是
真
仏
と
お
が
み
奉
り
候
や
う
に
心
得
て
、
た
だ
今
高
祖
我
を
化

( 38 ) 

一
心
に
通
見
す
る
に
し
く
は
な
し
：
：
：
：
・
御
奮
を
以
て
御
替
を
解
し
候
へ
ば

し
玉
ふ
と
心
得
て
、
少
し
も
お
の
か
執
情
を
用
ひ
ず
、

島
町
由
、

az’

侯
り
少
く
候
j
i－
－
－
執
ぢ
ゃ
く
流
の
学
者
は
、
若
は
一
致
、
若
は
勝
劣
、
或
は
但
折
、
或
は
摂
受
、
及
び
受
不
施
、
不
受
不
施
の
人

々
、
わ
が
本
と
習
ひ
こ
ん
だ
る
と
こ
ろ
を
ま
も
り
で
、
心
に
か
な
は
ぬ
御
替
は
、

強
て
曲
会
致
し
候
、

依
ν
之
万
が
一
も
正
義
を
得

か
た
き
か
、

① 

ハ
文
化
十
四
年
〈
推
定
年
代
〉
正
月
七
日
）
全
集
一
七
六
頁
。

二
十
五
歳
『
朝
団
薩
庵
に
与
ふ
る
番
』
其
十
三
。

此
頃
大
坂
辺
な
と
、
当
家
の
極
理
と
称
し
、
悪
行
無
ざ
ん
の
義
申
立
る
人
有
之
曲
、
浅
ま
し
き
事
に
候
、
梁
武
の
仏
法
を
減
せ
し
事

は
こ
れ
よ
り
初
ま
り
候
、
如
此
義
若
や
天
下
に
流
布
し
候
は
ば
云
何
、
野
柄
護
法
の
志
し
、
勤
学
の
こ
こ
ろ
実
に
こ
こ
に
あ
り
、
但

恨
ら
く
は
力
不
足
、
心
地
推
察
可
給
候
、

① 

二
十
八
歳
『
某
尊
者
に
上
る
書
』

ハ
文
政
三
年
六
月
二
日
〉
全
集
一
八
七
・
九
頁
。



野
生
事
を
人
々
二
乗
根
性
の
様
に
申
候
、
こ
れ
は
尤
の
事
に
候
、
は
じ
め
申
如
く
仰
山
は
宗
門
の
内
法
事
観
の
妙
処
を
つ
が
ん
が
た

め
に
、
世
縁
を
さ
け
て
ひ
ま
を
得
ん
が
為
に
、
自
行
を
専
ら
面
に
し
て
化
他
は
随
力
演
説
の
分
と
云
は
れ
候
跡
を
学
び
侯
問
、
表
に

は
其
相
を
あ
ら
わ
し
候
へ
ど
も
、
底
意
は
護
法
の
心
盛
ん
に
て
候
、
恐
れ
な
が
ら
一
切
経
も
二
家
の
学
問
も
こ
れ
が
専
一
に
候
へ
ば

な
り
、
然
れ
ど
も
そ
れ
を
表
に
申
せ
ば
高
慢
な
り
と
人
に
唱
ら
れ
候
が
心
よ
か
ら
ず
候
故
、
二
乗
と
い
は
れ
て
打
過
候
、

た
ま
た
ま
菩
提
心
を
起
し
候
へ
共
、
余
り
世
間
う
る
さ
く
候
時
は
、
二
乗
心
に
落
候
て
名
も
形
も
隠
し
候
心
起
る
人
も
可
有
之
候
、

宗
門
の
先
徳
に
も
間
々
相
見
へ
候
、
底
意
は
云
何
に
も
あ
れ
、
さ
し
当
り
て
法
の
衰
微
を
な
け
か
ざ
れ
ば
、
二
乗
と
唱
ら
る
る
も
一

往
相
聞
へ
候
欺
、
我
等
如
き
も
の
は
、
唯
尊
師
の
衣
を
以
て
覆
ひ
玉
ふ
を
顧
み
奉
る
の
み
に
候
、

（
文
政
五
年
十
二
月
二
十
二
日
〉
全
集
八

3
十
二
頁
。
真
宗
大
混
『
裂
邪
網
』
へ
の
折
伏
替
で
あ
る
。

① 

三
十
歳
『
仏
海
徴
澗
』

① 

『
当
家
折
伏
』

〈
日
付
は
最
初
に
五
月
九
日
夜
に
記
さ
れ
て
、
途
中
十
三
日
朝
の
日
付
け
あ
り
、
以
後
の
日
付
け
無
き
も
、
同
月
に

( 39 ) 

ま
た
、
推
定
年
代
不
明
で
あ
る
も
の
と
し
て
は
、

脱
稿
の
分
量
で
あ
る
〉
全
集
十
三

3
十
六
頁
。
摂
折
論
に
関
し
て
は
尤
も
大
部
で
あ
り
、
然
も
最
重
要
書
で
あ
る
。

① 

『
忍
州
雑
記
』
所
収
中
に
於
け
る
「
当
家
摂
折
」
全
集
二

0
3二
十
一
頁
。
そ
の
分
量
は
右
の
『
当
家
摂
折
』
の
四
分
の
一
程
度
し

か
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
随
分
と
簡
潔
で
あ
り
、
要
領
が
得
や
す
い
。
①
①
の
両
書
が
本
妙
臨
師
の
摂
折
問
題
に
お
け
る
所
の
骨
子
と

い
え
よ
う
。

① 

『
教
観
雑
篇
』
九
「
妙
経
行
観
」
全
集
三
一
頁
。

正
行
五
種
有
－
－
自
修
－
有
－
－
教
他
二
教
他
府
護
法
也
、
安
楽
広
白
修
不
軽
瓜
護
法
、
六
度
十
供
養
弛
伺
－
一
之
助
乱
、
薬
玉
己
下
乗
々
広
助

行
也

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
ハ
桑
名
）



本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
〈
桑
名
〉

三
六
「
悪
国
摂
受
」
、
全
集
三
八
頁
。

品T
A

J

’

’

y

ラ
セ
Y

，

？

ル

ヤ

ヲ

セ

9

如
－
一
蝦
夷
一
本
不
レ
知
＝
仏
法
一
、
何
専
弁
－
－
権
実
一
用
－
一
摂
受
一
也
必
突
、

四
一
「
安
楽
方
軌
」
、
全
集
三
九
頁
。

持
品
此
界
、
安
楽
他
方
、
持
品
後
心
、
安
楽
初
心
也
、
共
摂
＝
止
善
男
子
之
句
、
本
化
当
レ
之
、
乃
知
持
品
本
化
高
位
、
安
楽
在
－
一
其

末
弟
一
失
、

『
限
海
鴻
波
』
、
全
集
四

O
頁。

⑪
 

祖
師
の
詩
法
を
強
く
制
禁
し
玉
ふ
は
湿
擦
に
所
調
菩
薩
破
戒
の
人
を
折
伏
す
と
云
者
に
し
て
即
先
不
誘
三
宝
戒
を
す
す
め
玉
へ
る
な

れ
共
明
白
に
そ
れ
と
仰
ら
れ
ぬ
は
時
の
熱
せ
ざ
る
故
也

＠ 
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『
本
化
別
顕
教
観
撮
要
』
、
全
集
一

O
一
頁
。

問
折
伏
之
行
者
局
持
戒
、
答
戒
法
治
ν罪
有
レ
三
、
上
犯
罰
則
、
中
犯
折
伏
、
下
品
詞
貴
也
、
既
夫
如
ν此
、
何
必
有
z
持
戒
得
－
－
折
伏
－

ゾ

γ

’

品

ズ

ル

品

ス

an
，

，

ス

回
以
断
、
間
不
軽
記
云
、
此
是
逆
化
故
事
一
恒
例
ゐ
、
既
是
逆
化
何
用
ν
戒
、
答
戒
法
禁
レ
礼
レ
俗
今
礼
ν・
あ
如
ν此
之
事
釣
逆

ι
…κ

ち
ゅ
3

丸
ι
H
2

ト

品

ゾ

テ

Y

’

昂

ι
N
A
h

’

ナ

H

h
舟

セ

’

v

’

無
ν紐
－
－
椴
小
律
－
也
、
何
棄
＝
重
戒
－
、
所
詮
忘
＝
恒
例
－
者
為
レ
不
レ
断
－
－
仏
種
－
、
若
以
－
－
破
戒
因
縁
－
令
三
人
断
－
一
信
牙
－
如
何
言
コ
大
悲

｛
爪
六
弘

r種
不
＝
忌
町
一
－
逆
化
一
、
如
－
－
下
宗
教
之
市
痕
折
紙
庶
わ
が
づ

＠ 

『
本
門
十
重
禁
戒
の
事
』
全
集
一
二
ハ
頁
。

人
を
ほ
む
る
は
へ
つ
ら
ふ
也
、
人
を
そ
し
る
は
大
悪
也
、
普
心
に
て
人
の
よ
き
事
を
ほ
む
る
は
く
ど
く
也
。
折
伏
の
心
に
て
人
の
悪

を
い
ま
し
む
る
は
制
す
る
所
に
あ
ら
ず
、

末
法
は
無
戒
の
時
也
と
云
て
持
戒
を
き
ら
ふ
は
経
文
と
御
書
と
の
修
煉
た
ら
ざ
る
故
な
る
べ
し
、



そ
の
他
、
関
連
言
及
の
番
に
次
の
三
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑬ 

二
十
二
歳
『
川
越
屋
外
二
氏
に
与
ふ
る
書
』

〈
文
化
十
二
年
正
月
五
日
、
全
集
一
四
八

i
一
五

O
頁。

＠ 

二
十
四
歳
『
朝
団
薩
庵
に
与
ふ
る
番
』
其
九
、

一
六
八

1
一
七

O
頁。

⑮ 

二
十
九
歳
『
行
全
に
与
ふ
る
番
』
全
集
一
九

O
頁。

以
上
、
挙
げ
た
十
五
点
の
資
料
の
中
に
、
本
妙
臨
師
の
摂
折
問
題
の
態
度
と
そ
の
心
を
知
り
尽
く
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

、
本
妙
臨
師
の
摂
折
の
態
度
と
そ
の
心

本
妙
臨
師
は
両
親
の
法
華
信
仰
と
取
り
巻
く
法
華
講
中
の
環
境
の
中
に
て
生
長
し
、
早
く
か
ら
出
盛
の
志
し
を
抱
い
て
い
た
が
、

を
三
十
一
歳
と
い
う
短
い
生
涯
の
中
か
ら
考
え
れ
ば
遅
い
文
化
八
年
十
二
月
、
十
九
歳
の
時
に
出
家
さ
れ
て
い
る
。
然
し
出
家
以
前
に
内 生
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外
典
を
ほ
ぼ
偏
覧
し
、

『
祖
書
綱
要
剛
略
』
を
味
読
百
返
し
た
学
殖
を
備
え
て
二
十
歳
の
春
、
飯
高
檀
林
に
入
値
さ
れ
た
。
二
年
後
に
は

異
例
の
飛
級
で
玄
義
部
昇
進
と
な
り
、
日
啓
・
日
実
両
師
匠
初
め
周
囲
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。
然
し
本
妙
臨
師
は
志
を
立
て
て
退
檀
を
決

こ
れ
に
対
し
て
師
日
実
の
激
怒
は
凄
ま
じ
く
臨
師
三
十
歳
ま
で
勘
当
を
解
か
な
か
っ
た
程
で
あ
る
。
師
日

意
し
実
行
す
る
の
で
あ
る
。

啓
、
病
に
倒
れ
頻
に
後
住
を
額
み
せ
し
も
受
け
ず
、
父
母
の
泣
慕
を
風
に
聞
い
て
も
、
身
を
遠
く
に
置
い
て
、
そ
の
志
し
の
ま
ま
に
勤
学

さ
れ
た
い
の
態
度
に
つ
い
て
考
え
み
る
と
、
次
の
三
点
の
書
簡
に
よ
く
言
い
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
引
用
し
て
み
よ
う
。

① 

『
身
延
山
中
よ
り
長
谷
信
徒
に
与
ふ
る
書
』

〈
文
化
十
一
年
六
月
二
十
三
日
、
全
集
二

O
四
頁
・
退
檀
直
後
の
書
簡
〉
に

勤
学
一
向
ニ
仕
度
候
ニ
就
、
世
事
を
去
り
候
て
身
延
山
中
ヘ
引
龍
申
候
、
但
し
世
難
を
恐
れ
て
摂
受
道
に
入
し
に
は
無
御
座
：
：
・

日
啓
師
の
旧
檀
徒
で
資
助
を
続
け
て
く
れ
た
長
谷
信
徒
の
方
々
へ
、
あ
り
あ
り
と
臨
師
が
心
の
信
情
表
明
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
飯
高

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
ハ
桑
名
〉



本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
）

値
林
の
台
学
偏
重
の
教
育
を
嫌
い
、

回
避
聖
人
の
顕
正
さ
れ
た
本
化
の
法
門
を
専
ら
に
研
鎖
し
た
い
と
い
う
意
志
表
切
で
あ
る
。

① 

二
十
四
歳
の
時
、

本
師
日
啓
上
人
に
対
し
て
出
さ
れ
た
書
簡
に
は
、
臨
師
の
心
境
が
更
に
い
い
表
わ
さ
れ
て
い
る
o

，

，

 

未
S

曽
廃
－
－
大
道
心
－
、
一
生
成
－
－
就
究
覚
願
輩
出
是
信
心
入
＝
子
骨
修
、
航
伊
法
一
の
ふ
勾
w
仏
祖
尖
T

山
手
－
京
殿
町
－
、
丸
一
色
あ
一
得
レ
之
、

Y
ヤ

a司
令

タ

セ

－

－

A
h

’血
h

a

v

テ

セ

Y
J
4

，

，

J

a

F

ヒ

ト

白

V
A
T

－

生
生
堂
有
レ
限
、
頗
有
三
自
行
未
レ
満
先
＝
化
他
－
者
、
大
抵
他
無
ν益
亦
損
ν
己
、
是
名
－
一
破
敗
菩
麗
－

j
i－－設難
ν有
＝
少
化
他
行
－
、

v

’
 

ap

テ

テ

ヨ

ト

，

a

r

n

h

’
見
－
p

a

J

品

V
テ

ル

暗

’

h
h
2
a
F
，

暗

未
ν得
＝
一
名
為
－
－
化
他
－
：
：
：
六
即
唯
信
為
－
一
依
地
－
、
故
名
字
最
下
根
行
者
不
レ
得
ヨ
面
＝
牙
一
句
ヘ
若
深
信
深
志
、
不
レ
容
レ
偽
者
、

hv
テ

晶

ル

J

a

V

7

3

b

ト

舟

S

J

ナ
ル

J

ナ
ル

V

ナ
畠
ゴ
ト
グ

必
定
於
－
二
生
－
、
入
＝
干
妙
覚
極
位
－
也
実
耳
、
英
ν言
非
－
己
分
－
、
本
化
至
高
実
、
本
法
至
妙
突
、
其
底
事
、
高
祖
不
ν
日
乎
、

ナ
9

v

a

T

唱
U

南
無
妙
法
蓮
華
経
－
者
父
母
所
生
肉
身
、
即
寿
量
当
体
蓮
華
仏
、
比
即
法
華
当
体
自
在
神
力
所
ν民
ず
能
也
、
島
小
レ
可
レ
疑
レ
之
突
、

J

V

テ

セ

p

’v

’
J

’
N
V

目

a

噌

V

’

’

f

q

鳴
呼
宗
門
尋
常
人
、
為
ν毒
所
ν中
、
心
皆
顛
倒
、
遠
甘
＝
還
劫
園
、
無
レ
心
＝
於
速
得
究
寛
－
、
加
而
毒
気
深
入
失
＝
本
心
一
者
、
調

H
’且
F

h

v

テ

昌

見

h

J

ト

ハ

ν

J

Y

ヤ

V

J

Y

ヤ
，
ィ
，

J

’
T

品
，
ハ
チ
邑
骨

v

’

本
化
之
門
無
－
－
熟
脱
之
益
一
、
然
而
口
称
－
－
本
化
門
人
－
者
、
是
何
心
乎
、
是
何
心
乎
、
舎
－
一
此
大
道
－
向
レ
外
走
、
則
設
難
下
暗
－
－
八
万
蔵
、

能
難
能
答
へ
以
ν余
言
ν之
、
響
如
下
論
＝
鱗
爪
－
、
不
レ
見
込
訊
珠
h

欺、
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ハ
全
集
二

O
六
、
七
頁
〉

こ
れ
を
思
う
と
、
本
妙
臨
師
は
先
ず
自
行
を
優
先
に
さ
せ
て
お
り
、
本
化
の
法
門
の
勤
学
と
修
行
の
確
立
後
に
化
他
行
の
行
動
を
す
べ

き
だ
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
化
の
法
門
の
特
色
を
六
即
の
法
門
に
よ
せ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
要
を
言
え
ば
、
日
蓮

聖
人
の
教
学
の
根
本
は
名
字
最
下
根
の
行
者
の
人
が
深
信
深
志
に
て
唱
題
す
る
功
能
（
徳
〉
を
説
い
て
い
る
点
に
あ
る
と
言
う
。
こ
の
唱

題
す
る
人
は
必
ら
ず
一
生
に
お
い
て
妙
覚
極
位
と
な
る
こ
と
は
疑
い
無
い
。
こ
の
こ
と
は
何
よ
り
も
大
切
な
法
円
で
あ
る
の
に
、
我
が
宗

門
人
は
悲
し
い
こ
と
に
毒
気
深
く
し
て
、
こ
の
大
道
、
本
化
の
門
に
熟
脱
の
益
な
し
と
思
い
他
に
走
っ
て
い
る
行
動
を
最
も
嘆
き
憂
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
本
妙
臨
師
の
本
化
の
法
門
の
顕
正
の
態
度
は
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

① 

更
に
、
飯
高
檀
林
を
退
檀
し
て
七
年
振
り
に
差
し
出
さ
れ
た
某
尊
者
へ
の
書
簡
に
は
、
尤
も
本
妙
臨
師
の
心
が
如
実
に
．
表
明
さ
れ
て



い
る
の
で
、
そ
の
文
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

（
全
集
一
八
五

i
九
頁
〉

野
生
本
よ
り
の
顕
望
に
て
、

一
切
経
拝
見
畢
ら
ざ
る
中
は
、

江
戸
へ
出
ま
じ
き
由
申
せ
し
故
、

本
願
に
ま
か
せ
て
経
蔵
拝
見
致
し

候
、
又
恐
れ
多
く
は
候
得
共
、
台
当
二
家
の
教
観
は
あ
ら
／
＼
邪
正
を
わ
か
ち
候
。

叉
野
生
事
を
人
々
二
乗
根
性
の
様
に
申
候
、

こ
れ
は
尤
の
事
に
候
、

は
じ
め
申
如
く
州
山
は
宗
門
の
内
法
事
観
の
妙
処
を
つ
が
ん
が

世
縁
を
さ
け
て
ひ
ま
を
得
ん
が
為
に
、
自
行
を
専
ら
面
に
し
て
化
他
は
随
力
演
説
の
分
と
云
は
れ
候
跡
を
学
び
候
問
、
表

に
は
其
相
を
あ
ら
わ
し
候
へ
ど
も
、
底
意
は
護
法
の
心
盛
ん
に
て
候
、
恐
れ
な
が
ら
一
切
経
も
二
家
の
学
問
も
こ
れ
が
専
一
に
候
へ

ば
な
り
、

た
め
に
、

然
れ
ど
も
そ
れ
を
表
に
申
せ
ば
高
慢
な
り
と
人
に
唱
ら
れ
候
が
心
よ
か
ら
ず
候
故
、
二
乗
と
い
は
れ
て
打
過
候
。

た
ま
／
＼
菩
提
心
を
起
し
候
へ
共
、
余
り
世
間
う
る
さ
く
候
時
は
、
二
乗
心
に
落
候
て
名
も
形
も
隠
し
候
心
起
る
人
も
可
有
之
候
、

宗
門
の
先
徳
に
も
閑
々
相
見
へ
候
、
底
意
は
云
何
に
も
あ
れ
、
さ
し
当
り
て
法
の
衰
徴
を
な
げ
か
．
さ
れ
ば
、
二
乗
と
唱
ら
る
る
も
一

往
相
関
へ
候
歎
。
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こ
の
様
に
長
谷
信
徒
、
本
師
日
啓
上
人
、
某
尊
者
へ
の
書
簡
を
通
読
し
て
、
本
妙
臨
師
の
飯
高
退
檀
の
理
由
は
明
白
で
あ
る
。
当
時
の

檀
林
教
育
、

宗
門
全
体
に
於
て
本
化
の
法
門
の
護
法
が
表
徴
の
余
り
、

そ
の
顕
正
と
弘
教
へ
の
情
熱
に
本
願
を
立
て
行
動
さ
れ
た
こ
と

を
、
今
十
分
に
伺
い
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
本
妙
臨
師
の
そ
の
心
を
要
約
せ
ば
、

第
一
点
、
何
よ
り
も
衰
徴
の
状
態
で
あ
っ
た
日
蓮
聖
人
の
本
化
の
法
門
（
護
法
〉
を
顕
正
し
弘
通
し
た
い
こ
と
。
こ
の
為
に
、
す
べ
て

が
最
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
点
、
そ
の
た
め
に
一
切
経
の
拝
読
の
本
願
を
立
て
ら
れ
た
こ
と
。
更
に
、
当
時
の
宗
門
が
護
法
の
衰
微
と
な
っ
た
最
大
の
原
因
の

弊
害
を
取
り
除
く
た
め
に
台
当
二
家
の
教
観
の
相
違
を
知
ら
せ
、
如
何
に
当
家
の
法
門
が
勝
れ
て
い
る
の
か
を
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
っ
た

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
〉



本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
ハ
桑
名
〉

こ
ル
」
0

第
三
点
、
第
一
点
と
第
二
点
に
関
連
し
、
弘
教
す
る
場
合
は
先
き
に
自
行
を
確
立
し
な
い
で
化
他
行
の
行
動
を
と
っ
て
も
、
そ
の
本
化

の
法
門
の
弘
教
の
益
は
無
く
、
む
し
ろ
自
己
を
損
う
の
み
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
い
用
心
し
た
こ
と
。
自
行
中
心
の
主
義
は
深
草
元
政

上
人
の
唱
え
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
三
点
の
も
つ
意
味
は
、
当
時
の
我
が
宗
門
教
団
、
社
会
状
況
の
中
で
、
今
は
何
が
一
番
必
要
な
こ
と
で
あ
り
大
切
な
こ
と
か
を
真

剣
に
考
え
た
末
の
結
論
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
化
の
法
門
の
護
法
の
顕
正
で
あ
っ
た
。
同
時
に
そ
の
弘
教
専
一
の
行
動
で
あ
る
。
こ
の
本
妙

臨
師
の
心
を
知
ら
ず
し
て
、
他
の
人
々
か
ら
本
妙
臨
師
を
し
て
摂
受
道
に
落
ち
た
人
と
か
、
又
は
二
乗
根
性
の
人
と
か
と
い
う
批
難
が
起

き
て
い
る
事
も
甘
ん
じ
て
受
け
て
お
り
ま
す
と
い
う
心
境
態
度
な
の
で
あ
る
。

こ
の
当
時
は
儒
者
、
国
学
者
、
神
道
家
等
よ
り
排
仏
思
想
が
展
開
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
本
妙
臨
師
も
こ
の
こ
と
を
尤
も
心
配
さ
れ
て
い
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た
。
こ
の
排
仏
論
の
遠
因
を
辻
善
之
助
は
江
戸
幕
府
の
宗
教
政
策
（
寺
院
本
末
制
度
・
寺
院
僧
侶
の
階
級
格
式
・
檀
家
制
度
と
宗
門
改
・

新
義
異
義
の
禁
止
〉
に
よ
り
、
仏
教
は
形
式
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
為
に
僧
侶
は
堕
落
し
、
民
心
も
仏
教
か
ら
離
れ
儒
教
に
移
っ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
気
運
は
盛
ん
と
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
排
仏
思
想
の
心
配
と
先
き
に
挙
げ
た
三
点
の
護
法
の
精
神
の
心
に
つ
い

て
、
更
に
具
体
的
に
示
し
た
薩
庵
老
人
あ
て
の
書
簡
が
あ
る
の
で
引
用
し
た
い
。

此
頃
大
坂
辺
な
と
、
当
家
の
極
理
と
称
し
、
悪
行
無
ざ
ん
の
義
申
立
る
人
有
之
曲
、
浅
ま
し
き
事
に
候
、
梁
武
の
仏
法
を
減
せ
し
事

は
こ
れ
よ
り
初
ま
り
候
、
如
此
義
若
や
天
下
に
流
布
し
候
は
ば
云
何
、
野
納
護
法
の
志
し
、
勤
学
の
こ
こ
ろ
実
に
こ
こ
に
あ
り
、
但

恨
ら
く
は
力
不
足
、
心
地
推
察
可
給
候
。

（
全
集
一
七
六
頁
。
文
化
十
四
年
〈
推
定
〉
正
月
七
日
付
深
草
に
て
〉

こ
の
様
に
、
本
妙
臨
師
の
勤
学
の
心
、
護
法
の
志
し
は
、
日
蓮
聖
人
の
顕
正
さ
れ
た
正
し
き
本
化
の
法
門
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
を
盛
ん



な
る
情
熱
を
も
っ
て
弘
通
し
た
い
本
心
で
一
杯
な
の
で
あ
る
。
因
に
、
本
妙
臨
師
が
心
配
さ
れ
た
如
く
、
こ
の
年
の
文
化
十
四
年
正
月
に

は
排
仏
論
の
代
表
者
た
る
平
田
篤
胤
は
『
出
定
笑
語
附
録
』
を
出
版
し
、
我
が
宗
門
を
誹
諒
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
の
社
会
情
勢
、
宗

門
状
況
を
踏
え
た
上
で
、
本
妙
臨
師
は
本
化
弘
通
の
布
教
方
法
た
る
摂
折
論
を
、
日
蓮
聖
人
在
世
と
異
な
っ
た
時
代
に
ど
の
よ
う
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

園
、
本
妙
臨
師
の
摂
折
論

本
妙
臨
師
の
教
学
の
系
譜
は
臨
師
が
自
ら
深
草
元
政
上
人
ハ
全
集
一
八
五

i
七
頁
〉
、

一
妙
院
日
導
尊
者
（
全
集
一
五
八
、

一
六
五
、

一
七
四
、
二
五
二
頁
〉
に
大
き
く
影
響
を
受
け
た
と
あ
る
通
り
そ
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。
今
、
本
妙
臨
師
の
摂
折
論
に
つ
い
て
論
じ
る

に
当
り
、
著
作
中
最
も
肝
要
な
る
論
文
は
『
当
家
摂
折
』

ハ
全
集
十
三

i
十
六
頁
〉
と
『
忍
州
雑
記
』

〈
全
集
十
九
i
二
十
一
頁
〉
で
あ
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る
か
ら
、
こ
の
二
番
を
中
心
に
検
討
し
て
み
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
『
当
家
摂
折
』
を
主
に
論
じ
、
そ
の
内
容
説
明
不
足
を
『
忍
州
雑

記
』
で
補
う
形
を
も
っ
て
し
た
い
。

『
当
家
摂
折
』
は
五
段
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
段
は
総
論
。
日
蓮
聖
人
は
摂
折
の
二
軌
に
自
在
で
あ
り
、
こ
の
摂
折
の
出
典
は

勝
霊
経
に
あ
る
が
、
そ
の
相
は
泥
然
で
あ
り
、
む
し
ろ
四
悉
檀
の
中
の
為
人
（
摂
〉
、
対
治
ハ
折
〉
が
、
そ
れ
に
該
当
し
詳
し
い
。
日
蓮

聖
人
は
末
法
に
権
教
は
無
益
と
い
う
立
場
で
あ
っ
て
、
こ
の
権
理
を
否
定
す
る
方
法
は
常
に
教
門
〈
約
教
部
）
か
ら
論
じ
て
い
る
。
そ
れ

故
に
聖
人
は
『
私
集
寂
要
文
注
法
華
経
』
の
安
楽
行
の
解
説
の
所
に
「
法
華
玄
義
」
九
（
約
教
〉
を
引
用
し
て
い
な
い
の
も
、
そ
の
証
左

と
な
っ
て
い
る
。
撰
折
は
身
ロ
法
で
あ
る
か
ら
、
行
相
門
に
て
摂
折
を
論
じ
る
こ
と
が
正
し
い
。
天
台
大
師
も
安
楽
行
を
「
法
華
文
句
」

八
で
行
相
門
に
約
し
て
論
じ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
は
『
本
尊
抄
』
で
「
僧
為
ν
摂
俗
為
レ
折
」
と
述
べ
、

『
如
説
修
行
紗
』
に
で
も
安
楽
を

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
〉



本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
〉

摂
と
為
す
と
言
う
が
如
く
、
摂
折
は
行
相
門
の
立
場
の
問
題
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
中
心
は
身
口
の
二
業
に
あ
る
と
い
う
。
そ
の
摂
受
と
は

柔
和
軟
語
等
を
い
い
、
折
伏
と
は
頭
を
断
る
る
も
受
け
ず
と
諌
争
を
遊
す
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

第
二
段
で
は
、
常
在
日
深
ハ
一
七

O
三
｜
四
三
）
の
『
峨
眉
集
』
巻
九
・
第
四
十
五
「
摂
受
折
伏
」
を
引
用
し
、
摂
折
を
法
華
・
浬
柴

に
対
弁
し
て
論
じ
て
お
り
、
そ
の
方
法
は
約
教
、
約
行
で
あ
り
、
約
行
は
五
義
判
の
師
機
時
国
を
以
て
展
開
し
て
い
る
。

『
峨
眉
集
』
の

「
摂
受
折
伏
有
－
－
多
種
分
別
－
事
」
と
安
国
日
講
（
一
六
二
六

l
九
八
〉
の
『
録
内

啓
蒙
』
巻
九
「
閲
目
抄
』
の
摂
折
の
部
分
の
注
釈
等
を
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
妙
臨
師
の
『
当
家
摂
折
』

内
容
は
、
長
遠
日
遵
の
『
諌
迷
論
』
巻
第
四
・
二
十
一

『
忍
州
雑
記
』
は
更
に

簡
潔
で
あ
り
、
そ
の
上
、
法
門
の
内
容
が
深
ま
り
、
そ
し
て
要
領
が
得
や
す
い
。
今
、
五
義
判
中
の
師
機
時
国
の
四
に
約
し
た
大
要
を
述

べ
る
と
次
の
様
な
内
容
と
な
る
。

師
、
弘
経
の
師
を
自
力
の
堪
不
に
約
し
て
、
後
心
の
菩
躍
、
初
心
の
菩
陸
、
又
は
聖
凡
に
て
簡
ぴ
。
後
心
の
菩
麓
は
勧
持
・
不
軽
品
に
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当
り
折
伏
を
能
く
行
じ
る
。
初
心
の
菩
藍
は
安
楽
行
品
の
如
く
、

守
っ
て
摂
受
を
行
じ
る
と
い
う
摂
折
の
相
配
を
し
て
い
る
。

『
諌
迷

論』

『
啓
蒙
』
等
は
天
台
張
り
の
教
学
も
あ
っ
て
後
心
の
菩
薩
を
本
化
の
菩
薩
と
明
確
に
論
じ
な
い
嫌
い
が
あ
る
。
本
妙
臨
師
は
明
確
に

規
定
し
、
更
に
日
蓮
聖
人
に
当
て
て
お
り
、
宗
祖
同
時
出
師
の
人
も
本
化
菩
薩
と
捉
え
、
実
凡
の
人
も
導
師
の
譲
力
に
て
末
法
の
後
五
の

当
初
の
化
導
は
す
べ
て
強
折
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

機
に
己
有
善
、
未
有
善
、
己
誘
、
未
誘
あ
り
。
己
に
普
有
っ
て
未
だ
誘
じ
な
い
者
に
は
摂
受
し
、
未
だ
普
あ
ら
ず
諮
ず
る
者
に
は
折
伏

す
ベ
し
。
然
し
末
代
の
師
は
鑑
機
の
能
力
が
無
け
れ
ば
唯
、
法
華
経
を
説
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
失
が
無
い
為
と
し
て
い
る
。

時
に
普
時
、
悪
時
、
誘
時
あ
り
。
普
時
は
一
天
皆
帰
後
に
有
る
可
し
。
今
は
悪
誘
の
こ
つ
で
あ
っ
て
、
宗
祖
の
時
代
は
末
法
の
初
め
の

五
百
年
で
誘
法
が
強
い
の
で
折
伏
の
時
で
あ
っ
た
。
今
の
時
代
〈
本
妙
臨
師
の
時
代
〉
は
、
誘
法
は
淡
く
、
悪
が
濃
い
。
故
に
権
経
に
執



着
す
る
こ
と
浅
く
、
邪
師
あ
っ
て
も
法
華
経
を
嫌
ら
わ
な
い
の
で
誘
者
は
無
い
。
世
は
無
智
相
に
似
て
い
る
の
で
人
は
威
儀
を
崇
ぷ
時
代

で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
時
代
は
安
楽
行
に
住
す
可
き
時
で
あ
る
。

国
を
論
じ
て
、
宗
祖
の
時
は
誘
法
が
強
い
の
で
折
伏
が
必
要
で
あ
っ
た
。
今
の
時
代
は
恵
国
な
の
で
摂
受
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

そ
し
て
先
輩
の
行
相
を
見
る
時
、
皆
そ
の
方
法
を
行
じ
て
い
る
と
し
、
深
草
元
政
上
人
の
弟
子
懇
明
日
灯
ハ
卿
創
守
文
。
宗
祖
在
世
は

州
創
。
滅
後
（
政
公
〉
は
守
文
〉
と
常
在
日
深
（
蛾
眉
集
・
九
と
蛾
眉
遺
鰐
の
内
れ
の
宗
祖
は
草
創
の
時
故
に
折
伏
、
草
山
は
守
文
の
時

故
に
摂
受
〉
を
例
に
挙
げ
て
、
①
宗
祖
在
世
は
州
創
、
滅
後
は
守
文
。
①
一
宗
定
は
守
文
、
己
前
は
州
創
た
り
。
①
築
檀
は
守
文
、
己
前

は
州
創
た
り
。
と
論
じ
て
い
る
。

第
三
段
、
本
妙
臨
師
の
摂
折
の
考
え
を
明
か
し
て
い
る
。
祖
番
（
御
遺
文
）
の
中
で
摂
折
の
名
を
用
い
る
使
用
例
の
意
味
合
い
は
様
々
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で
あ
り
、

理
解
し
に
く
い
か
ら
、

そ
の
祖
判
の
意
の
大
要
を
説
明
す
る
と
①
約
行
（
行
相
門
〉
と
①
約
教
部
旨
（
教
門
〉
の
二
つ
が
あ

り
、
約
行
に
は
身
業
の
強
柔
摂
折
〈
本
尊
抄
〉
と
口
業
の
免
軟
摂
折
〈
関
目
抄
等
）
が
あ
る
と
い
う
。
教
（
経
〉
部
旨
を
以
て
論
ず
る
場

合
は
一
向
に
折
伏
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
摂
受
の
義
は
無
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

第
四
段
、
更
に
関
目
抄
と
本
尊
抄
、
如
説
修
行
紗
の
祖
文
を
弁
じ
て
は
、
第
三
段
の
内
容
の
論
証
を
の
べ
て
い
る
。
関
目
抄
の
意
は
口

業
に
在
り
。
本
尊
抄
は
身
業
、
但
だ
強
柔
護
法
の
義
に
在
り
。
如
説
修
行
紗
は
教
行
に
約
す
。
末
法
の
始
め
を
当
初
と
し
、
そ
の
行
相
は

折
伏
な
る
を
い
う
。

第
五
段
は
安
楽
行
の
説
明
を
す
る
。
安
楽
は
行
相
に
約
さ
れ
、

和
言
軟
柔
弁
の
摂
受
で
あ
る
と
い
う
。
安
楽
行
の
像
末
論
に
於
い
て

は
、
法
華
経
自
身
も
末
法
と
い
う
が
如
く
、
宗
祖
も
末
法
と
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
先
師
は
こ
れ
を
迩
化
の
菩
薩
と
認
め
て
い
た
。
例

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
ハ
桑
名
〉



本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
）

え
ば
一
妙
日
発

2
六
三
四
ー
一
七
一
回
、
日
重
教
学
の
影
響
を
受
け
摂
受
の
立
場
を
と
っ
た
人
〉
は
『
白
牛
通
徹
録
』
に
、
ま
た
常
在

チ

J

日
深
は
『
蛾
眉
集
』
に
「
若
従
＝
二
経
六
段
－
者
：
：
：
安
楽
是
摂
受
乃
迩
化
弘
経
」

〈
巻
九
・
十
四
丁
〉
と
論
ず
る
が
如
く
、
安
楽
は
迩
化

の
軌
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
妙
臨
師
は
勧
持
品
の
発
哲
を
案
ず
る
と
迩
化
の
人
に
在
っ
て
も
、
突
は
本
化
の
人
の
為
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
安
楽
行
品
も
叉
、
本
化
の
人
の
た
め
に
実
は
説
か
れ
て
い
る
の
だ
。
と
説
く
所
に
臨
師
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
そ

の
経
証
に
「
単
己
楽
独
処
者
云
云
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
師
の
所
で
前
述
す
る
が
如
し
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
『
忍
卿
雑
記
』
中
の

F

，n
テ

，

晶

v

’

sv

’

「
当
家
摂
折
」
の
結
び
に
は
宗
祖
滅
後
の
本
妙
臨
師
時
代
〈
今
日
の
我
々
の
時
代
〉
は
、
「
但
弘
三
実
－
不
ν許
＝
権
少
－
、
言
辞
柔
軟
善

行
化
巴
べ
き
こ
と
の
摂
受
の
態
度
を
と
る
こ
と
を
進
め
て
い
る
o

さ
ら
に
「
分
修
三
ニ
学
－
荘
号
厳
段
ち
、
則
法
住
甚
久
実
」
と
言

』
7

ハ

ト

キ

ト

っ
て
三
学
分
修
の
必
要
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
最
結
文
に
は
「
且
夫
有
＝
所
レ
開
講
v所
ν執
必
嫉
、
故
世
人
説
ν折
我
亦
説
ν折、

f

m

p

，

ト

屯

丹

辛

J

品

y

－vテ
ナ

リ

ト

J

Z

説
ν摂
我
亦
説
ν
摂
、
若
対

L
F－
固
執
－
之
人
島
、
我
亦
日
＝
摂
進
而
折
退
二
陶
」
と
結
ん
で
い
る
。

世
人
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以
上
、
本
妙
臨
師
の
『
当
家
摂
折
』
に
つ
い
て
眺
め
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
本
妙
臨
師
は
前
述
し
た
様
に
日
蓮
聖
人
の
弘
教
活
動
の
基

準
と
し
て
の
五
義
判
に
基
づ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
末
法
当
初
の
宗
祖
の
時
代
と
本
妙
臨
師
と
の
時
代
に
相
違
が
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
れ

て
摂
受
を
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
臨
師
が
こ
の
様
な
考
え
方
を
出
来
た
の
は
「
祖
判
に
依
て
、
仏
限
を
借
て
国
土
を
照
ら
す
」

〈
全
集

一
四
頁
〉
こ
と
に
よ
る
御
蔭
だ
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
五
義
判
の
精
神
に
も
と
づ
い
て
機
時
国
師
の
異
な
り
を
強
調
し
て
、
末

法
当
初
五
百
年
以
後
の
法
華
経
の
行
者
の
弘
教
方
法
は
摂
受
を
以
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、
折
伏
は
退
く
べ
き
と
結
論
を
だ
さ
れ
た
の
で
あ

る。

五
、
む
す
び



も
う
一
度
、
本
妙
臨
師
の
勤
学
の
心
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
本
化
の
法
の
衰
徴
を
歎
き
、
当
家
の
法
門
の
極
理
を
顕
正
し
た

い
と
い
う
護
法
の
志
し
に
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い
。
本
妙
臨
師
は
信
者
の
朝
団
薩
庵
老
人
に
対
し
「
即
身
成
仏
の
要
路
、
但

た
吾
家
に
在
り
、
所
詮
学
は
根
源
を
究
む
べ
し
、
根
源
を
究
む
る
に
、
只
本
化
の
玉
章
と
す
」

（
全
集
一
五
二
頁
〉

「
宗
門
の
大
事
は
、

宗
致
の
三
秘
宗
教
の
五
事
、
学
文
は
助
道
の
方
便
な
り
、
少
し
も
を
こ
た
り
玉
う
べ
か
ら
ず
：
：
：
化
他
の
助
道
を
進
め
玉
う
日
は
行
学
の

二
道
を
は
げ
む
べ
し
」

ハ
全
集
二
ハ
三
頁
）
と
述
べ
、
弟
子
の
行
全
に
も
「
深
く
学
の
津
を
得
て
、
正
見
瞳
を
立
て
邪
見
を
捲
く
べ
し
・
：

：
・
今
末
法
の
時
、
無
戒
の
毒
風
盛
に
吹
て
、
正
法
を
く
ら
ま
す
か
な
し
む
べ
き
事
に
候
」

〈
全
集
一
九
O
頁
〉
と
い
い
、
更
に
最
識
や
多

く
の
信
者
方
に
強
盛
の
信
心
を
強
要
し
て
い
る
事
実
を
考
え
れ
ば
、
本
妙
臨
師
を
一
概
に
単
な
る
摂
受
主
義
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
来
た
事
か
ら
私
に
は
、
本
妙
臨
師
の
護
法
の
盛
ん
な
る
精
神
を
考
慮
す
る
と
、
臨
師
の
摂
受
折
伏
に
つ
い
て

摂
受
と
い
う
も
の
は
、
護
ら
れ
る
べ
き
教
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
摂
受
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
。
ま
た
、
折
伏
と
い
う
も
の
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の
、
そ
の
心
と
い
う
も
の
を
次
の
様
に
覚
え
る
の
で
あ
る
。

は
、
そ
う
い
う
護
ら
れ
る
べ
き
教
え
を
顕
わ
す
こ
と
が
折
伏
で
あ
る
と
言
う
風
に
主
張
し
て
い
る
様
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に

本
妙
臨
師
の
生
涯
は
燃
焼
さ
れ
て
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
臨
師
自
身
の
「
世
難
を
恐
れ
て
摂
受
道
に
入
し
に
は
無
御
座
ハ
候
〉
」

コ
一
乗

根
性
」
の
誹
り
も
甘
ん
じ
て
受
け
よ
う
と
い
う
声
を
聞
く
時
、
本
妙
臨
師
が
当
時
の
排
仏
思
想
が
盛
ん
な
時
代
社
会
、
宗
門
状
況
の
あ
の

状
態
の
中
で
果
し
た
役
割
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
き
い
と
思
う
。
そ
れ
を
し
て
本
妙
臨
師
を
単
に
一
言
を
以
て
摂
受
主
義
と
言
い
尽
く

す
人
は
皮
相
的
な
見
解
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
、
本
妙
日
臨
律
師
の
摂
折
論
を
考
察
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
学
び
得
た
要
点
を
最
後
に
記
し
て
置
き
た
い
。
正
し
い
教
え
が
何
ん
で
あ

る
か
を
顕
わ
し
て
い
く
、
正
し
い
法
を
弘
通
し
て
い
く
心
構
え
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
本
化
の
守
れ
る
べ
き
法
門
が
あ
っ

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
〉



て
こ
そ
、
初
め
て
摂
受
が
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
然
し
臨
師
の
時
代
に
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
顕
わ
す
、
弘
通
す
る
そ
う

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
ハ
桑
名
）

で
あ
る
。

い
う
生
き
方
を
、
身
を
以
っ
て
示
し
て
行
く
こ
の
姿
勢
は
あ
る
意
味
で
今
目
的
な
折
伏
と
い
う
意
義
を
も
つ
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
の

あ
る
。

〔註〕〈

1
〉

本
妙
日
臨
律
師
か
ら
学
び
得
た
、
こ
の
こ
と
は
現
代
的
な
今
日
の
摂
受
・
折
伏
の
在
り
方
の
意
義
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
の
で

一
五
二
、

一
五
三
真
に
出
づ
。
そ
の
他
に
も
随
所
に
本
化
の
教
学
を
顕
正
し

ハ
2
〉

音
馬
実
蔵
編
『
本
妙
日
臨
律
師
全
集
』
〈
以
下
『
全
集
』
と
略
す
〉

ょ
う
と
さ
れ
て
い
る
点
が
多
々
見
ら
れ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
田
中
智
学
が
『
本
化
摂
折
論
』
中
に
「
摂
折
の
法
門
は
、
宗
学
の
基
本
に
し
て
、
宗
門
一
切
の
法
裁
に
に
対
す

る
関
円
で
あ
る
」
。
「
摂
折
は
弘
通
の
要
規
で
あ
る
と
共
に
、
修
行
の
要
道
で
あ
る
、
自
行
得
益
の
大
関
係
あ
る
要
行
で
あ
る
」
（
『
折
伏
と
は

な
に
か
』
所
収
。
一
二
ニ
頁
）
と
論
じ
て
い
る
が
如
く
、
摂
折
論
と
い
う
の
は
宗
義
全
般
に
亘
っ
て
重
要
な
る
課
題
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

茂
岡
井
教
亨
「
五
義
の
体
系
的
考
察
」
（
『
観
心
本
尊
紗
研
究
序
説
』
所
収
。
六
九

t
二
四
六
頁
）
。
浅
井
円
道
「
五
義
判
の
形
成
過
程
の
考

察
』
（
『
大
崎
学
報
』
第
一
一
人
号
所
収
。
一
一
一
一

t
四
四
頁
〉
。
こ
れ
ら
の
論
文
を
見
る
と
如
何
に
回
避
聖
人
が
五
議
判
を
以
て
弘
経
者
の
用
心

と
さ
れ
、
し
か
も
弘
教
活
動
の
中
心
に
す
え
て
考
え
ら
れ
て
い
た
か
を
十
分
に
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

望
月
歓
厚
「
師
は
撰
受
論
者
な
り
」
〈
『
日
蓮
宗
学
説
史
』
八
七
四
頁
〉
。
浅
井
円
道
「
や
が
て
草
山
元
政
・
本
妙
日
臨
・
優
陀
那
日
間
等
の
内

省
的
な
教
義
人
・
実
賎
家
・
学
匠
を
明
治
ま
で
に
輩
出
し
た
の
で
、
摂
受
主
義
の
宗
風
は
宗
内
に
定
着
し
た
」
（
「
日
蓮
の
四
箇
格
言
と
そ
の
心

ハ
一
）
」
一
ニ
頁
。
国
訳
一
切
経
和
漢
撰
述
部
諸
宗
部
第
二
十
四
巻
月
報
『
三
蔵
』
一
七
九
所
収
〉
。
等
の
意
見
が
多
い
。

『
全
集
』
ニ

O
四
頁
に
出
づ
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
項
の
「
摂
折
言
及
の
資
料
範
聞
」
の
中
で
更
に
論
じ
た
い
。

『
仏
海
徹
湖
』
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
稲
田
海
索
「
日
蓮
宗
宗
論
番
解
題
」
（
『
大
崎
学
報
』
第
十
四
号
所
収
、
十
五
頁
）
に
よ
る
。
こ
の

書
は
、
真
宗
権
樟
師
大
霊
『
問
答
鈴
裂
邪
網
』
に
対
し
て
、
約
教
部
旨
の
立
場
に
基
づ
き
反
厳
し
た
書
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
は
十
箇
条
を
以
て
論

難
し
て
い
る
。
困
に
、
大
霊
の
『
裂
邪
網
』
の
全
容
は
、
林
是
幹
「
横
須
賀
問
答
の
「
裂
網
」
に
つ
い
て
」
ハ
『
室
住
一
妙
教
授
古
稀
記
念
論
文
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（

3
〉

ハ
4
）

ハ
5
）

ハ
6
〉



集
』
所
収
、
一
五
九
J
一
八
四
頁
〉
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
併
読
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

（
7
〉〈
8
〉
拙
論
「
本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
」
（
『
棲
神
』
第
六
十
一
号
所
収
〉
八

O
J九
二
頁
参
照
。

（
9
〉
「
自
警
」
ハ
全
集
二
ニ
八
頁
〉
。
日
啓
師
死
去
の
時
も
不
義
理
を
重
ね
て
志
し
を
通
し
て
い
る
〈
『
深
草
平
楽
庵
よ
り
長
谷
信
徒
に
与
ふ
る
書
』

其
十
。
全
集
二
一
八
頁
〉
。

〈
叩
〉
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
第
九
巻
近
世
篇
之
三
（
一

t
二
六
九
頁
〉
、
『
日
本
仏
教
史
』
第
十
巻
近
世
篇
之
四
（
一

J
四
九
四
頁
〉
に
、
そ
の

排
仏
論
の
原
因
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の
で
往
見
。

（
uv
常
在
日
深
『
蛾
眉
集
』
巻
九
・
第
四
十
五
「
接
受
折
伏
」
十
一
丁
J
十
八
了
。
尚
、
第
四
十
四
「
盤
但
二
軌
」
一
丁
J
十
一
丁
も
参
照
す
ベ
し
。

日
深
は
江
戸
中
期
の
宗
学
者
で
、
草
山
の
教
風
を
慕
う
o
長
遠
日
遵
『
諌
迷
論
』
巻
第
四
・
二
十
一
「
摂
受
折
伏
広
一
多
径
タ
札
事
」
五
十
五

丁
J
六
十
五
丁
（
『
回
避
教
学
全
番
』
第
一
巻
、
宗
論
部
に
所
収
。
五

O
四
頁

t
五
二
三
頁
）
不
受
派
の
学
匠
。
安
国
日
講
『
録
内
啓
蒙
』
巻
九

『
関
目
抄
』
六
十
七
丁

t
八
十
七
丁
の
部
分
、
不
受
不
施
講
門
派
の
祖
で
あ
る
。
日
遵
・
日
講
等
は
後
心
ハ
深
位
〉
の
普
麗
を
台
学
偏
重
で
『
法
華

文
句
』
の
「
二
万
八
十
万
億
那
由
他
の
菩
麓
」
が
そ
れ
に
当
る
と
し
て
そ
の
典
拠
を
挙
げ
た
嫌
い
が
あ
る
の
は
臨
師
教
学
と
の
相
違
点
で
あ
る
。

（
ロ
〉
何
よ
り
も
「
令
法
久
住
」
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
排
仏
運
動
時
代
に
於
て
民
心
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
コ
ニ
学
分
修
を
し
て
法
身
荘

厳
」
を
主
張
さ
れ
た
。
そ
れ
は
民
衆
が
そ
の
威
儀
を
崇
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
時
代
社
会
の
流
れ
な
の
で
あ
る
。
全
集
一
八
六
頁
に
要
敬
日
幹

〈
一
六
八
四
ー
一
七
五

O
〉
『
小
山
若
話
』
を
引
き
、
当
時
の
公
家
武
家
の
沙
汰
は
「
宗
門
の
法
を
ば
尊
み
人
を
ば
か
ろ
し
む
る
よ
し
に
て
候
」

の
状
況
を
尤
も
憂
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
臨
師
の
時
代
先
見
の
考
え
方
は
、
客
分
弟
子
に
当
る
優
陀
那
日
輝
和
尚
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。

〈
日
〉
例
え
ば
本
田
栄
秀
「
日
蓮
教
学
に
お
け
る
三
大
路
法
に
つ
い
て
｜
特
に
本
妙
日
臨
以
後
l
」
〈
二
〉
に
お
い
て
「
し
か
し
な
が
ら
結
果
的
に
み

て
、
彼
は
阿
賀
諸
法
の
人
と
い
う
よ
り
隠
者
的
、
探
受
の
人
で
あ
っ
た
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十
八
巻
第
一
号
一
四
三
頁
所
収
〉
と

い
う
が
如
き
で
あ
る
。
望
月
歓
厚
博
士
も
ま
た
『
日
蓮
宗
学
説
史
』
（
八
七
四
｜
六
頁
〉
に
て
論
じ
て
い
る
の
は
『
当
家
撰
折
』
と
『
忍
草
雑

記
』
の
観
点
の
み
で
あ
る
。
尚
、
浅
井
円
道
博
士
は
「
日
蓮
の
四
筒
格
言
と
そ
の
心
」
ハ
『
三
蔵
』
一
七
九
所
収
〉
に
て
「
本
妙
日
臨
は
次
の
よ

う
に
い
う
。
四
箇
格
言
を
外
部
に
向
っ
て
櫛
子
叫
す
る
時
代
は
去
っ
た
が
、
し
か
し
内
に
於
て
は
各
人
が
堅
固
に
四
箇
格
言
の
意
味
す
る
も
の
を

所
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
本
妙
日
臨
樟
師
全
集
』
に
は
そ
の
言
葉
は
無
い
。
博
士
の
言
う
と
す
る
意

が
、
我
が
宗
門
人
に
、
日
蓮
聖
人
の
言
わ
ん
と
し
た
こ
と
の
理
由
を
は
っ
き
り
掴
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
法
華
経
の
意
味
を
能
く
掴
め
な
い
だ
ろ

う
。
と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
本
妙
日
臨
律
師
の
全
体
の
精
神
内
容
か
ら
考
え
る
と
会
通
も
出
来
よ
う
。

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
）
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